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1 はじめに

第三者評価に基づく競争原理により、国公私立大学を通じて、世界的な研究教育拠点の形成を重点的に支

援し、もって国際競争力のある世界最高水準の大学づくりを推進することを目的として、「21世紀COEプロ

グラム」を平成14年度に創設しました。全ての学問領域を対象として公募を実施し、平成14～16年度に

274拠点（93大学）の卓越した研究教育拠点を採択しています。

この事業については、国内外の大学関係者、研究機関等から我が国の大学全体の活性化に効果があったと

高い評価を受けるとともに、マスコミからも大きな注目を集めています。

平成17年12月には、文部科学省において、大学院をおく全ての大学（558大学）の学長に本事業について

のアンケート調査を実施※1するとともに、「21世紀COEプログラム委員会」において、全拠点リーダー、審

査・評価委員を対象にした調査を実施※2し、本プログラムの評価・検証を行いました。

※1 大学長 回答数504件 回収率90％
※2 拠点リーダー 回答数265件 回収率97％、審査・評価委員 回答数198件 回収率70％

大学改革の推進について

①我が国の大学全体の教育研究環境が活性化
拠点リーダー、審査・評価委員の9割以上が我が国全体の教育研究環境の活性化に本事業が役立っていると

回答しています。また、申請のプロセスを通じて、大学の運営そのものの改善への間接的効果も少なからず

存在することも明らかになっており、採択拠点を有しない大学も含め、全大学の4分の3以上の大学の学長も

我が国全体の教育研究環境の活性化に役立っていると回答しています。
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○教育研究環境の活性化に果たした役割

○申請等のための学内における検討が組織の活性化に果たした役割
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②採択された大学においては、目的の共有化、学内の組織を超えた実質的な協力・連携体制の
構築等を通じて組織が活性化

ほぼ全ての拠点リーダー、採択された大学の学長が組織の活性化に本事業が大きな役割を果たしたと高く評価

しています。具体的には、「学内の組織を超えた実質的な協力・連携体制の構築」や「目的の共有化による各構成

員の研究教育活動の取組への意識改革」が推進されました。

○採択が組織の活性化に果たした役割

○組織マネジメント面での具体的効果

地球ニュートリノの観測に成功
世界初の画期的な成果を伝えるネーチャー誌
（2005年7月28日号）の表紙
「物質階層融合科学の構築」東北大学

Reprinted by permission from Nature
Volume 436 Number 7050, 28 July 2005
Copyright：Nature Publishing Group

成果報告シンポジウム講演会場
「フォトニクスナノデバイス集積工学」東京工業大学
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優れた若手研究者の養成について3

①大学院志願者、入学者、在籍者が全体的に増加

学生募集への波及効果があり、採択された拠点の大学院博士課程の入学志願者数、入学者数、在籍者数が

申請時と比較して約1割増加しました。

○事業推進担当者が所属する全ての専攻等における博士課程学生の在籍等状況

大学院生の卒業後の状況について、大学の助手・講師、公的研究機関、企業の研究開発部門への就職者が、

申請時と比較してそれぞれ1.1倍、1.2倍、1.3倍になるなど、幅広い分野で活躍する若手研究者が養成され

ました。特に、企業の研究開発部門への就職者の増加が顕著であり、各拠点において産業界で活躍できる人

材を養成する教育が推進されたと考えられます。

②大学の助手や企業の研究部門に就職した者が全体的に増加。特に企業の研究開発部門
への就職者の増加が顕著

○博士課程学生の就職状況
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③ポスドク、RAなど若手研究者の雇用が全体として大幅に増加。特にポスドクについて
他機関からの採用者や外国人の増加が顕著

本事業は大学院博士課程学生の経済的支援の充実に果たす役割が非常に大きいと評価されており、採択

された拠点においては、リサーチアシスタント（RA）として雇用される学生数が申請時と比較して2.6倍

に増加しました。また、多くの拠点リーダーが本事業の具体的効果、成果として、リサーチアシスタント

等の経済的支援の充実をあげています。

ポスドクの雇用についても2.2倍に増加しましたが、特に外国人が2.6倍、他の研究機関等から採用さ

れた者が3.2倍になるなど、国際化・流動性の向上に貢献しました。

○博士課程学生、ポスドクの雇用状況

○人材養成面での具体的な効果・成果
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④大学院生の学会、論文発表数が大幅に増加

採択された拠点においては、大学院博士課程学生の学術雑誌への論文発表数が1万2千件から1万6千件と

1.3倍に増加しました。そのうち、3/4程度は当該分野における世界的水準にある学術雑誌（レフェリー付

き学術雑誌）であり、博士課程において高いレベルの研究活動が展開されていることが明らかになりました。

また、学会発表数についても1.3倍と増加しましたが、特に国外の学会発表数は1.5倍になるなど大きく増

加しており、各拠点において学生の研究水準の向上や国際化が推進されました。

○博士課程学生の学会発表、学術雑誌等への論文発表数

外国人研究者による科学英語クラス
「分子情報科学の機能イノベーション」 九州大学



7

21世紀COEプログラム

研究水準の向上について4

①教員の論文数が全体的に増加
拠点を形成する教員の論文発表数が全体的に増加（1.1倍）しており、研究成果の質的、量的向上が図ら

れました。

○教員の論文数

②国内外の大学、研究機関、企業等との共同研究が大幅に増加

共同研究の実施状況について、国内外の大学、研究機関または企業等との共同研究の実施件数が1.5倍と

大幅に増加しました。企業等や国外の研究機関との共同研究の増加も顕著であり、研究面においても産学連

携や国際化が進みました。

○共同研究の実施状況
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③シンポジウムの開催数及び外国人を含めた参加者数が大幅に増加

シンポジウムの開催数が2.3倍、参加者数が国内で2.9倍、国外においても1.7倍と大幅に増加しており、

研究成果の発信や研究者間の交流が促進されました。特に、国外でのシンポジウムの開催が2倍に増加、国

内のシンポジウムであっても外国人参加者数が2.3倍に増加するなど国際的なネットワークの形成が進めら

れています。

また、各拠点においては、大学院学生など若手研究者にこうしたシンポジウムへの参加を促しており、若

手研究者の国際性の涵養や研究意欲の向上にも大きな波及効果がありました。

○シンポジウム開催状況

若手研究者阿蘇合宿研修プログラム
「衝撃エネルギー科学の深化と応用」 熊本大学

国際サマースクール
「生体システムのダイナミクス」 大阪大学
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5 拠点の取組例
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今後の展開について6
今後更に国際競争力のある大学づくりを推進するため、「21世紀COEプログラム」の評価・検証を踏ま

えたうえで、創造性・柔軟性豊かな質の高い研究者の養成が期待される卓越した教育研究拠点に対する重

点的支援を一層強力に展開していくことが必要です。

○新時代の大学院教育－国際的に魅力ある大学院教育の構築に向けて－
（平成17年9月5日中央教育審議会）

本審議会答申｢我が国の高等教育の将来像｣においても、大学の機能別分化の一つとして｢世界的研

究・教育拠点」が挙げられており、このような大学全体の構造改革の方向性の中で、｢21世紀COEプ

ログラム｣の評価・検証を踏まえ、その質的な向上を図るべく、今後の在り方を検討するものとして、

ポスト｢21世紀COEプログラム」を検討し、より充実・発展した形で具体化していく必要がある。そ

の際、今後、我が国が、大学のみならず国全体の国際競争力を強化し、持続的に発展していく観点から、

国公私立大学を通じた競争的環境の下で、国際的にも魅力ある世界的な教育研究拠点（人材養成の場）

の形成を重点的に図る、との最も基本的な考え方は堅持していくことが適当である。

○第3期科学技術基本計画（平成18年3月28日閣議決定）

国際競争力のある大学づくりは、大学間の健全な競争なしには成し遂げられない。このため、国公私

立を問わず、大学における競争的環境の醸成や人材の流動性の向上等を一層推進する。

また、世界に伍し、さらには世界の科学技術をリードする大学づくりを積極的に展開するため、世界

トップクラスの研究教育拠点を目指す組織に対して、競争原理の下での重点投資を一層強力に推進する。

現在、国公私立大学を通じた大学の構造改革の一環として、21世紀COEプログラムが展開されてい

るが、この評価・検証を踏まえた上で重点化を図り、より充実・発展した形で更なる展開を図っていく

ことが適当である。その際、大学の本来的使命としての優れた研究者育成機能の活性化や基礎研究水準

の向上等の視点を確保することが重要であり、特定の研究領域等に偏するのではなく、基礎研究の多様

性の確保や新興領域の創生等の観点から、幅広い学問分野を範囲とするとの基本的な考え方は維持する

ことが適当である。

平成19年度からポスト「21世紀COEプログラム」を展開
21世紀COEプログラムの考え方は基本的に継承しつつ、さらに国際的な教育研究拠点形成を強力に推進

する観点から、主に以下の改善を図り、ポスト「21世紀COEプログラム」を平成19年度から実施する予

定です。

①本事業の目的が世界水準の教育研究拠点の形成である点を踏まえ、日本発やオンリーワン的なものへ
配慮しつつ、支援の一層の重点化
②国際的な場でリーダーシップをとれる研究者の育成機能の強化を図るため、大学院学生等若手研究者
の教育研究環境の整備

③国内外の優れた研究機関との連携を促進するため、「21世紀COEプログラム」では申請を認めていな
かった他大学と連携した取組も対象に追加

④国際的にも広く認知され、高い評価を受けることができる拠点を形成するため、外国人研究者を審査
委員に加えるなど、審査・評価の国際化
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21世紀COEプログラムの概要

○主として研究上のポテンシャルの高い大学の研究教育拠点に対し、高度な人材育成機能も加味した、

重点的支援を実施。

○各大学の個性や特色に応じ、各学問分野の世界的な拠点が形成されるとともに、各大学が学長を中心

に全学的視野に立って戦略的な研究教育体制の構築に取り組むなど、大学全体の活性化につながるこ

とも期待。

大学の構造改革の方針（平成13年6月）
・国立大学の再編・統合

・国立大学の法人化

・第三者評価による競争原理の導入

⇒　平成14年度より「21世紀COEプログラム」の創設

特　徴

対象：大学院（博士課程）レベルの専攻等を対象。

申請：大学としての戦略に基づき、学長から申請。

審査：「21世紀COEプログラム委員会」（委員長：江崎玲於奈 茨城県科学技術振興財団理事長）におい

て、第三者評価を実施。

審査の視点：①研究教育活動実績や将来性、②拠点形成計画の内容、③大学としての将来構想等を基に、

ポテンシャルの高さについて評価。

年次計画等：1件当たり年間1千万～5億円程度を原則として5年間継続的に交付。事業開始2年経過後に

中間評価、期間終了時に事後評価を実施。

予算額：

基本的な仕組み

採択実績 93大学274拠点

参考1

経　緯
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参考2 中間評価結果

事業の効果的な実施を計り、その目的が十分達成されるよう、「21世紀COEプログラム委員会」

において、2年経過後に、各研究教育拠点の進捗状況等を確認。

平成14年度採択

平成15年度採択
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